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GALAXY とは臼田 64ｍアンテナと鹿島 34ｍアンテナ（基線長約 208 km）を 2.4 Gbps の高速ＡＴＭ網で接続した

実時間ＶＬＢＩシステムであり、通信総合研究所、国立天文台、宇宙研およびＮＴＴの共同研究として推進されて
いるプロジェクトである。今回、木星放射線帯からのシンクロトロン放射の微細構造の検出を目指し、受信周波数
２GHz 帯での GALAXY 観測を行った。その結果有意なフリンジは検出されず、観測中には木星放射線帯内で約 480 km
より小さくかつ検出感度（数 10 mJy）より強い電波源が存在していなかったといえる。 
 
 
１．はじめに 
 GALAXY とは臼田 64ｍアンテナと鹿島 34ｍアンテナ（基線長約 208 km）および KSP 小金井 11ｍアンテナ、KSP

館山 11ｍアンテナを 2.4 Gbps の高速ＡＴＭ網で接続した実時間ＶＬＢＩシステムであり、通信総合研究所、国立
天文台、宇宙研およびＮＴＴの共同研究として推進されているプロジェクトである。複数の大型アンテナを高速回
線で接続することによる高感度電波天文観測を主目的としている。今回、木星放射線帯からのシンクロトロン放射
の微細構造の検出を目指し、受信周波数２GHz 帯での GALAXY 観測を行ったので、その結果を報告する。 
 
２．観測 
 2000 年 1 月 17 日および 19 日の２回に分けてそれぞれ６時間ずつの観測を行った。木星の位置（赤経、赤緯）

は 10 分ごとに与え、観測の単位を６分とした。１時間毎にシステムチェック用の電波星(3C120)を観測した。観測
周波数は木星シンクロトロン放射が強く観測されるＳバンド（２GHz 帯）のみとした。ただし、周波数チャンネル
配置はすべての局において観測可能な配置とできなかったため臼田 64ｍアンテナと鹿島 34ｍアンテナで最も有効
に観測できるように配置した。 
 
３．結果 
 実時間相関処理で参照電波源 3C120 のフリンジは検出されたが、木星からの放射に対してはすべての基線に

おいて有意なフリンジは検出されなかった。なお、フリンジサーチにおける積分時間は 340 秒である。４秒ごとの
積分データを用いて再処理を行ったが、やはりフリンジは検出されなかった。臼田－鹿島基線のフリンジ間隔は約
0.15 秒角であり、これは木星で約 480 km のスケールに相当する。したがって、観測した時間帯においては、木星
放射線帯にこのスケールより小さくかつ検出感度（約 10 mJy）より強い電波源が単独では存在していなかったこ
とを意味する。 
 
４．おわりに 
 臼田 64ｍアンテナと鹿島 34ｍアンテナを含む GALAXY 網で木星放射線帯からのシンクロトロン放射観測を

行った。その結果、観測を行った時点では約 480 km のスケールより小さくかつ検出感度（約 10 mJy）より強い電
波源が存在していなかったことが示された。 


